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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの記録層を備えた追記型ディスクであって：
　臨時欠陥情報及び臨時欠陥管理情報を有する臨時管理情報が記録された少なくとも１つ
の臨時欠陥管理領域であって、前記臨時欠陥情報は、欠陥領域の位置情報及び前記欠陥領
域を代替する代替領域についての位置情報を有し、前記臨時欠陥管理情報は、前記臨時欠
陥情報が記録された位置を知らせる情報を有する、臨時欠陥管理領域；並びに
　位置情報が記録された接近情報領域であって、前記位置情報は前記臨時管理情報が最後
にアップデートされて記録された領域に関する、接近情報領域；
　を有することを特徴とする追記型ディスク。
【請求項２】
　前記接近情報領域の位置情報は、前記少なくとも１つの臨時欠陥管理領域の所定数のブ
ロックに情報が満たされる度に前記接近情報領域に記録されることを特徴とする請求項１
に記載のディスク。
【請求項３】
　少なくとも一つの記録層を備えた追記型ディスクへの接近時間を短縮させる方法であっ
て：
　少なくとも１つの臨時欠陥管理領域において、臨時欠陥情報及び臨時欠陥管理情報を有
する臨時管理情報を記録する段階であって、前記臨時欠陥情報は、欠陥領域の位置情報及
び前記欠陥領域を代替する代替領域の位置情報を有し、前記臨時欠陥管理情報は、前記臨
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時欠陥情報が記録された位置を示す情報を有する、段階；並びに
　前記追記型ディスクの接近情報領域において、前記臨時管理情報が最後にアップデート
されて記録された領域に関する位置情報を記録する段階；
　を有することを特徴とする方法。
【請求項４】
　前記位置情報を記録する段階は、前記臨時欠陥管理領域の所定数のブロックがデータで
満たされる度に実行されることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも一つの記録層を備えた追記型ディスクに情報を記録する装置であって：
　臨時欠陥情報及び臨時欠陥管理情報を有する臨時管理情報が記録された少なくとも１つ
の臨時欠陥管理領域を有する前記追記型ディスクに情報を記録する記録部であって、前記
臨時欠陥情報は欠陥領域の位置情報及び前記欠陥領域を代替する代替領域の位置情報を有
し、前記臨時欠陥管理情報は、前記臨時欠陥情報が記録された位置を示す情報を有する、
記録部；並びに
　前記追記型ディスクの接近情報領域に、前記臨時管理情報が最後にアップデートされて
記録された領域に関する位置情報を記録するように前記記録部を制御する制御部；
　を有することを特徴とする装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記臨時欠陥管理領域の所定数のブロックが情報で満たされる度に、前
記接近情報領域に前記位置情報を記録するように、前記記録部を制御することを特徴とす
る請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　少なくとも一つの記録層を備えた追記型ディスクから情報を再生する装置であって：
　前記追記型ディスクから前記情報を読み取る読み取り部；並びに
　前記追記型ディスクの接近情報領域から、臨時管理情報が最後にアップデートされて記
録された領域に関する位置情報を読み取るように前記読み取り部を制御し、
　前記接近情報領域から読み取られた位置情報を用いて、前記臨時管理情報が最後にアッ
プデートされて記録された前記領域に関する位置を決定し、
　前記臨時管理情報における臨時欠陥情報を用いて欠陥管理を実行する制御部；
　を有する装置であり、
　前記臨時管理情報は前記臨時欠陥情報及び臨時欠陥管理情報を有し、前記臨時欠陥情報
は欠陥領域の位置情報及び前記欠陥領域を代替する代替領域の位置情報を有し、前記臨時
欠陥管理情報は、前記臨時欠陥情報が記録された位置を示す情報を有する；
　を有することを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、追記型ディスクへ／からの情報の記録／再生に関わり、さらに詳細には、追
記型ディスク、このための記録装置及びその追記型ディスクへの接近時間の短縮方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　追記型ディスクは、再記録可能ディスクの場合のように、既に情報が記録された部分に
重ねて記録できないため、言い換えれば、情報を一回記録すれば、書き直すことができな
いため、既に記録された情報をアップデートするためには、新たな位置を割り当てて記録
せねばならない。
【０００３】
　実際に、アップデートされる情報は、最終的にアップデートされた情報のみ意味のある
場合がほとんどである。したがって、記録装置及び／または再生装置は、最後にアップデ
ートされた情報を読み取るために、当該領域をスキャニングしつつ、最後にアップデート
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された情報を探し出す。アップデートせねばならない情報が多ければ多いほど、最新情報
を得るためにかかる時間は、次第に延長される。それは、追記型ディスクの場合、最新情
報が保存されている位置は、再記録可能ディスクとは違って、アップデートされる度に変
わるためである。スキャニングする手間を減らすために、その領域のサイズを小さくすれ
ば、さらに情報を速く探すことができるが、アップデートできる回数は、それほど減少す
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、追記型ディスクの場合、アップデートされた
情報を読み取るための接近時間をさらに短縮できるデータ構造で情報を記録する方法及び
そのディスクに関する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題は、本発明によって、少なくとも一つの記録層を備えた追記型ディスクにおい
て、アップデートされる所定情報が記録される少なくとも一つのアップデート領域と、前
記アップデート領域に、最後にアップデートされた情報の記録された位置を知らせる位置
情報が所定周期に記録される接近情報領域とを含むことを特徴とするディスクによって達
成される。
【０００６】
　または、少なくとも一つの記録層を備えた追記型ディスクにおいて、所定情報がアップ
デートされて順次に記録される複数のアップデート領域と、前記アップデート領域に最後
にアップデートされた情報の記録された位置を知らせる位置情報が所定周期に記録される
接近情報領域とを含み、前記アップデート領域のうち何れか一つには、残りのアップデー
ト領域のうち少なくとも一つに、最後にアップデートされた情報の記録された位置を知ら
せる位置情報が記録されることを特徴とするディスクによっても達成される。
【０００７】
　一方、本発明の他の分野によれば、前記課題は、少なくとも一つの記録層を備えた追記
型ディスクへの接近時間の短縮方法において、前記ディスクに設けられた少なくとも一つ
のアップデート領域にアップデートされる所定情報をそれぞれ順次に記録する段階と、前
記ディスクに設けられた接近情報領域に、前記アップデート領域に最後にアップデートさ
れた情報が記録された位置を知らせる位置情報を、所定周期ごとに記録する段階と、を含
むことを特徴とする方法によっても達成される。
【０００８】
　また、少なくとも一つの記録層を備えた追記型ディスクへの接近時間の短縮方法におい
て、前記ディスクに設けられた複数のアップデート領域にアップデートされる所定情報を
それぞれ順次的に記録する段階と、前記アップデート領域のうち何れか一つに、残りのア
ップデート領域のうち少なくとも一つに最後にアップデートされた情報が記録された位置
を知らせる位置情報を記録する段階と、前記ディスクに設けられた接近情報領域に、前記
アップデート領域に最後にアップデートされた情報が記録された位置を知らせる位置情報
を、所定周期に記録する段階とを含むことを特徴とする方法によっても達成される。
【０００９】
　一方、本発明の他の分野によれば、前記課題は、少なくとも一つの記録層を備えた追記
型ディスクに情報を記録する装置において、前記ディスクに／から情報を記録／再生する
記録／再生部と、前記ディスクのリードイン領域、データ領域及びリードアウト領域のう
ち、少なくとも一つに設けられた少なくとも一つのアップデート領域にアップデートされ
る所定情報をそれぞれ順次に記録し、前記リードイン領域及びリードアウト領域のうち、
少なくとも一つに設けられた接近情報領域に、前記アップデート領域に最後にアップデー
トされた情報が記録された位置を知らせる位置情報を、所定周期ごとに記録するように、
前記記録／再生部を制御する制御部とを含むことを特徴とする装置によっても達成される
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。
【００１０】
　または、少なくとも一つの記録層を備えた追記型ディスクに情報を記録する装置におい
て、前記ディスクに／から情報を記録／再生する記録／再生部と、前記ディスクに設けら
れた複数のアップデート領域に、アップデートされる所定情報をそれぞれ順次に記録し、
前記アップデート領域のうち何れか一つに、残りのアップデート領域のうち少なくとも一
つに最後にアップデートされた情報が記録された位置を知らせる位置情報を記録し、前記
ディスクに設けられた接近情報領域に、前記アップデート領域に最後にアップデートされ
た情報が記録された位置を知らせる位置情報を、所定周期に記録するように、前記記録／
再生部を制御する制御部とを含むことを特徴とする装置によっても達成される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付された図面を参照して、本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の一実施形態による記録装置のブロック図である。図１を参照するに、
記録装置は、記録／再生部１、制御部２及びメモリ部３を含む。記録／再生部１は、本実
施形態による情報記録媒体であるディスク１００にデータを記録し、記録されたデータを
検証するために、データを再生する。制御部２は、本発明によるデータ構造でデータを記
録するように、記録／再生部１を制御する。すなわち、ディスク１００に設けられた少な
くとも一つのアップデート領域に、アップデートされる所定情報を順次に記録し、ディス
ク１００に設けられた接近情報領域に、アップデート領域に最後にアップデートされた情
報が記録された位置を知らせる位置情報を、所定周期に記録するように、記録／再生部１
を制御する。本実施形態で、アップデート領域に記録される情報は、後述するレコーディ
ングオペレーションごとに記録され、接近情報領域に記録される位置情報は、所定回数の
レコーディングオペレーションが終了する度に記録されるか、またはアップデート領域に
情報を記録するために設けられた、所定数の論理または物理ブロックが満たされる度に記
録される。または、複数のアップデート領域のうち、少なくとも一つのアップデート領域
が、所定回数ほどアップデートされるか、または複数のアップデート領域に、アップデー
トされる回数の和が、所定数になれば記録される。さらに、制御部２は、ディスク１００
にアップデート領域が複数存在する場合、アップデート領域のうち何れか一つに、残りの
アップデート領域のうち少なくとも一つに最後にアップデートされた情報が記録された位
置を知らせる位置情報を、接近情報領域に記録する。ファイナライジング時、制御部２は
、アップデート領域に最後に記録された所定情報の位置を知らせる位置情報を、接近情報
領域に記録する。
【００１３】
　レコーディングオペレーションとは、ユーザの意思、行う記録作業によって決定される
作業単位であって、本実施形態では、ディスク１００が記録装置にローディングされて所
定情報の記録作業が行われた後、ディスク１００が取り出されるまでを表す。ユーザが所
定情報の記録作業を完了した後、ディスク１００を取り出すために記録装置に設けられた
エジェックトボタン（図示せず）を押さえれば、制御部２は、一レコーディングオペレー
ションが終了されるということが分かる。
【００１４】
　特に、本実施形態で、制御部２は、記録／再生部１のレーザのパワーを調整するための
記録条件をテストした後、テスト結果に基づいて情報を記録し、欠陥管理を行う。さらに
具体的に、レーザのパワーを調整するために、制御部２は、レコーディングオペレーショ
ンごとに、ディスク１００に設けられたアップデート領域の一つである記録条件テスト領
域の一つまたはそれ以上の論理または物理ブロックに、記録条件をテストする。したがっ
て、次に記録条件をテストできる位置がどこであるか調べる必要がある。記録条件テスト
領域の場合、アップデートされて記録される情報は、テストのために記録されるデータと
見られる。また、欠陥管理のために、制御部２は、所定単位にデータを記録した後、記録
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されたデータを検証することによって、欠陥が発生した部分を探し出す「記録後検証方式
」による。制御部２は、一レコーディングオペレーション単位にユーザデータを記録した
後に検証して、欠陥領域がどこに発生したかを検査し、検査結果、明らかになった欠陥領
域がどこであるか知らせる欠陥情報を生成した後、生成された欠陥情報をメモリ部３に保
存し、所定分量を集めて臨時欠陥情報として、ディスク１００に設けられたアップデート
領域、すなわち、臨時欠陥管理領域（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｅｆｅｃｔ　Ｍａｎａｇｅ
ｍｅｎｔ　Ａｒｅａ：ＴＤＭＡ）に記録し、記録された臨時欠陥情報を管理するための臨
時欠陥管理情報をＴＤＭＡにさらに記録する。一レコーディングオペレーションの間に、
記録後検証作業は、少なくとも１回、通常、複数回行われる。記録後検証作業の実行結果
、得られた欠陥情報は、メモリ部３に臨時欠陥情報として一時保存される。レコーディン
グオペレーションが終了すれば、制御部２は、メモリ部３に保存された臨時欠陥情報を読
み取って記録／再生部１に提供し、これら情報をディスク１００に設けられたＴＤＭＡに
記録することを命令する。
【００１５】
　ディスク１００へのデータ記録が完了する場合、言い換えれば、ディスク１００にそれ
以上のデータを記録しない場合（ファイナライジングする場合）、制御部２は、ＴＤＭＡ
に記録した臨時欠陥情報と臨時欠陥管理情報とを、ディスク１００に設けられた欠陥管理
領域（ＤＭＡ）に記録する。
【００１６】
　図２Ａ及び図２Ｂは、本発明の一実施形態によるディスク１００の構造を示す図である
。
【００１７】
　図２Ａを参照するに、ディスク１００が一つの記録層Ｌ０を有する単一記録層ディスク
である場合、リードイン領域、データ領域及びリードアウト領域で構成されたディスク構
造を有する。リードイン領域は、ディスク１００の内周側に位置し、リードアウト領域は
、ディスク１００の外周側に位置する。データ領域は、リードイン領域とリードアウト領
域との間に位置する。データ領域は、スペア領域とユーザデータ領域とに分けられている
。ユーザデータ領域は、ユーザデータが記録される領域であり、スペア領域は、ユーザデ
ータ領域において、欠陥による記録空間の損失を補充するために設けられた空間、すなわ
ち、欠陥管理のために設けられた空間であって、ユーザデータ領域に記録されたデータに
欠陥が発生した場合、欠陥が発生した部分を新たに記録する代替空間として使われる。
【００１８】
　図２Ｂを参照するに、ディスク１００が二つの記録層Ｌ０，Ｌ１を有する二重記録層デ
ィスクである場合、記録層Ｌ０には、リードイン領域、データ領域、外側の領域がディス
ク１００の内周側から外周側に順次に配置され、記録層Ｌ１には、外側の領域、データ領
域及びリードアウト領域が、ディスク１００の外周側から内周側に順次に配置される。図
２Ａに示された単一記録層ディスクとは違って、リードアウト領域もまたディスク１００
の内周側に配置されている。すなわち、データを記録する記録経路は、記録層Ｌ０のリー
ドイン領域から記録層Ｌ０の外側の領域に、次いで、記録層Ｌ１の外側の領域から記録層
Ｌ１のリードアウト領域につながるＯＴＰ（Ｏｐｐｏｓｉｔｅ　Ｔｒａｃｋ　Ｐａｔｈ）
である。スペア領域は、記録層Ｌ０，Ｌ１にそれぞれ割当てられる。
【００１９】
　本実施形態で、スペア領域は、ユーザデータ領域とリードアウト領域または外側の領域
との間にのみ存在するが、必要に応じてユーザ領域を分割して、得られた別途の空間を活
用することによって、リードイン領域とリードアウト領域との間に一つ以上配置されうる
。
【００２０】
　図３は、図２Ａ及び図２Ｂに示されたディスク１００のリードイン領域、リードアウト
領域または外側の領域に、本発明による接近情報領域及びアップデート領域が含まれた場
合を示す図である。
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【００２１】
　図３を参照するに、ディスク１００が単一記録層ディスクである場合、リードイン領域
及びリードアウト領域のうち少なくとも一つに、ディスク１００が二重記録層ディスクで
ある場合、リードイン領域、リードアウト領域及び外側の領域のうち少なくとも一つには
、本発明による接近情報領域が設けられる。接近情報領域は、情報の強靭性のために異な
る二つの領域にそれぞれ配置するか、または同じ領域でもその位置を異ならせて複数個が
設けられうる。
【００２２】
　さらに、ディスク１００が単一記録層ディスクである場合、リードイン領域及びリード
アウト領域のうち少なくとも一つに、ディスク１００が二重記録層ディスクである場合、
リードイン領域、リードアウト領域及び外側の領域のうち少なくとも一つには、それ以上
のアップデート領域が設けられる。図３には、一つまたはそれ以上のアップデート領域の
一例として、２つのアップデート領域Ａ，Ｂが示されている。アップデート領域Ａ，Ｂに
は、アップデートされる情報がそれぞれ記録される。本実施形態で、アップデート領域Ａ
，Ｂには、レコーディングオペレーションごとに所定情報がアップデートされて記録され
る。但し、アップデートされる周期は、記録される情報の特徴または必要に応じて変更さ
れうる。接近情報領域には、アップデート領域Ａ，Ｂに、それぞれ最後にアップデートさ
れた情報の記録された位置を知らせる位置情報が所定周期に記録される。本実施形態で、
位置情報は、あらかじめ決定された回数のレコーディングオペレーションごとに記録され
るか、またはアップデート領域に存在する所定数の論理または物理ブロックに情報が何れ
も記録されて満たされる度に記録される。必要に応じて、接近情報領域には、複数のアッ
プデート領域全部ではない一部にアップデートされて記録される情報の記録位置を知らせ
る位置情報のみが記録されることもある。
【００２３】
　アップデート領域Ａは、ＥＣＣ（Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｎｇ　Ｃｏｄｅ）訂正
単位となるブロックのサイズが、他の領域に比べて比較的小さな領域を選ぶことがアクセ
ス時間側面で望ましい。記録時、アップデート領域Ａがアップデートされる度に、少なく
とも一つの他のアップデート領域の最後に記録された情報の位置を知らせる位置情報を記
録する。記録されるデータの特性、使用環境によって、レコーディングオペレーションの
回数が比較的多くないと予測される場合には、接近情報領域に記録される位置情報をアッ
プデートする周期を比較的短く設定し、そうでない場合には、アップデート周期を比較的
長く設定する。さらに、接近情報領域に記録される位置情報をアップデートせねばならな
い時点を可変的に設定することもできる。
【００２４】
　再生時、接近情報領域の最初からスキャニングして最後に記録された位置情報を読み取
って、アップデート領域に記録された情報をアクセスするための情報を得る。一方、ファ
イナライジングする場合には、アップデート領域にそれぞれ最後に記録された情報につい
ての位置情報を接近情報領域に記録する。
【００２５】
　本実施形態で、アップデート領域は、リードイン領域、リードアウト領域及び外側の領
域のうち少なくとも一つに配置されるが、場合によって、アップデート領域は、ユーザデ
ータ領域にも存在することができる。すなわち、アップデート領域とは、所定情報がアッ
プデートされて記録される領域を意味し、配置される領域がどこであるか（リードイン領
域であるか、リードアウト領域であるか、外側の領域であるか、ユーザデータ領域である
か）に関係ない。
【００２６】
　図４は、本発明の一実施形態によって、ディスク１００に情報が記録される方法を示す
。図４を参照するに、アップデート領域Ａには、所定情報がｎ回アップデートされて順次
にＡ＃１，Ａ＃２，．．．，Ａ＃ｎに記録され、アップデート領域Ｂには、所定情報がｎ
回アップデートされて順次にＢ＃１，Ｂ＃２，．．．，Ｂ＃ｎに記録される。次いで、接
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近情報領域には、アップデート領域Ａで最終的にアップデートされて記録された情報Ａ＃
ｎと、アップデート領域Ｂで最終的にアップデートされて記録された情報Ｂ＃ｎとが記録
された位置を知らせる情報、例えば、物理的アドレスや論理的アドレスが含まれた位置情
報ＡＡ＃１が記録される。また、アップデート領域Ａに所定情報がｎ回アップデートされ
て順次にＡ＃ｎ＋１，Ａ＃ｎ＋２，．．．，Ａ＃２ｎに記録され、アップデート領域Ｂに
所定情報がｎ回アップデートされて順次にＢ＃ｎ＋１，Ｂ＃ｎ＋２，．．．，Ｂ＃２ｎに
記録されれば、接近情報領域にＡＡ＃２が記録される。代案的に、接近情報領域に記録さ
れる任意の位置情報ＡＡ＃ｉには、アップデート領域Ａ及びＢのうち、何れか一つに記録
される最新アップデート情報についての位置情報のみが記録されうる。
【００２７】
　さらに、アップデート領域Ａとアップデート領域Ｂのうち、何れか一つに所定情報がま
ずｎ回アップデートされれば、残りのアップデート領域ＡまたはＢのアップデートされる
回数に関係なく、接近情報領域に位置情報を記録するか、またはアップデート領域Ａとア
ップデート領域Ｂとのアップデート回数の和がｎとなれば、接近情報領域に位置情報を記
録するように具現することもできる。
【００２８】
　図５Ａないし図５Ｄは、本発明の一実施形態によって、接近情報領域に記録された位置
情報を示す。
【００２９】
　図５Ａを参照するに、接近情報領域には、位置情報が反復的に記録されている。さらに
具体的に、接近情報領域の最初から、すなわち、物理的または論理的アドレスが増加する
方向に第一位置情報ＡＡ＃１が記録され、次いで、その複写ｃｏｐｙ　ｏｆ　ＡＡ＃１が
記録され、第二位置情報ＡＡ＃２が記録された後、その複写ｃｏｐｙ　ｏｆ　ＡＡ＃２が
記録される。２回ずつ記録することによって、情報の信頼性と強靭性とが向上する。２回
以上記録することも可能であり、記録位置もインターリービングできる。
【００３０】
　図５Ｂを参照するに、図５Ａの場合と同様に、接近情報領域には、位置情報が反復的に
記録されているが、その記録方向が互いに逆である。すなわち、接近情報領域の端部から
、すなわち、物理的または論理的アドレスが減少する方向に第一位置情報ＡＡ＃１が記録
され、次いで、その複写ｃｏｐｙ　ｏｆ　ＡＡ＃１が記録され、第二位置情報ＡＡ＃２が
記録された後、その複写ｃｏｐｙ　ｏｆ　ＡＡ＃２が記録される。２回ずつ記録すること
によって、情報の信頼性と強靭性とが向上する。同様に、２回以上記録することも可能で
あり、記録位置もインターリービングできる。
【００３１】
　図５Ｃを参照するに、接近情報領域は、物理的または論理的に二つのサブ領域に区分さ
れ、第一サブ領域には、物理的または論理的アドレスが増加する方向に第一位置情報ＡＡ
＃１と第二位置情報ＡＡ＃２とが順次に記録され、第二サブ領域には、第一情報の複写ｃ
ｏｐｙ　ｏｆ　ＡＡ＃１と第二位置情報の複写ｃｏｐｙ　ｏｆ　ＡＡ＃２とが順次に記録
される。記録順序で見れば、第一位置情報ＡＡ＃１が記録された後に第一位置情報の複写
ｃｏｐｙ　ｏｆ　ＡＡ＃１が記録され、第二位置情報ＡＡ＃２が記録された後に第二位置
情報の複写ｃｏｐｙ　ｏｆ　ＡＡ＃２が記録される。位置情報が記録される領域を区分す
ることによって、情報の信頼性と強靭性とがさらに向上する。代案的に、接近情報領域は
、３つ以上のサブ領域に分割された後、位置情報を３回以上ずつ反復的に記録できる。
【００３２】
　図５Ｄを参照するに、接近情報領域は、図５Ｃの場合と同様に、物理的または論理的に
二つのサブ領域に区分されるが、情報の記録順序が互いに逆である。すなわち、第一サブ
領域にも、物理的または論理的アドレスが減少する方向に第一位置情報ＡＡ＃１と第二位
置情報ＡＡ＃２とが順次に記録され、第二サブ領域にも、第一位置情報の複写ｃｏｐｙ　
ｏｆ　ＡＡ＃１と第二位置情報の複写ｃｏｐｙ　ｏｆ　ＡＡ＃２とが、物理的または論理
的アドレスが減少する方向に順次に記録される。記録順序は、図５Ｄのそれと同様に、第
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一位置情報ＡＡ＃１が記録された後に第一位置情報の複写ｃｏｐｙ　ｏｆ　ＡＡ＃１が記
録され、第二位置情報ＡＡ＃２が記録された後に第二位置情報の複写ｃｏｐｙ　ｏｆ　Ａ
Ａ＃２が記録される。位置情報が記録される領域を区分することによって、情報の信頼性
と強靭性とがさらに向上する。代案的に、接近情報領域は、３つ以上のサブ領域に分割さ
れた後、位置情報を３回以上ずつ反復的に記録できる。
【００３３】
　図６は、図４及び図５の位置情報ＡＡ＃ｉのデータ構造を示す。図６を参照するに、位
置情報ＡＡ＃ｉは、識別子、アップデート領域Ａの接近ポインタ及びアップデート領域Ｂ
の接近ポインタを含む。アップデート領域Ａの接近ポインタは、アップデート領域Ａに記
録された所定情報のうち、最も最近にアップデートされて記録された情報の記録位置をポ
インティングし、アップデート領域Ｂの接近ポインタは、アップデート領域Ｂに記録され
た所定情報のうち、最も最近にアップデートされて記録された情報の記録位置をポインテ
ィングする。例えば、接近ポインタは、最後に記録された情報の開始アドレスを示す。
【００３４】
　図７は、本発明の他の実施形態によるディスク１００に情報が記録される方法を示す。
図７を参照するに、アップデート領域Ａには、図４の場合と同様に、所定情報がｎ回アッ
プデートされて順次にＡ＃１，Ａ＃２，．．．，Ａ＃ｎに記録され、アップデート領域Ｂ
には、所定情報がｎ回アップデートされて順次にＢ＃１，Ｂ＃２，．．．，Ｂ＃ｎに記録
される。次いで、接近情報領域には、アップデート領域Ａで最終的にアップデートされて
記録された情報Ａ＃ｎと、アップデート領域Ｂで最終的にアップデートされて記録された
情報Ｂ＃ｎとが記録された位置を知らせる情報、例えば、物理的アドレスや論理的アドレ
スが含まれた位置情報ＡＡ＃１が記録される。また、アップデート領域Ａに所定情報がｎ
回アップデートされて順次にＡ＃ｎ＋１，Ａ＃ｎ＋２，．．．，Ａ＃２ｎに記録され、ア
ップデート領域Ｂに所定情報がｎ回アップデートされて順次にＢ＃ｎ＋１，Ｂ＃ｎ＋２，
．．．，Ｂ＃２ｎに記録されれば、接近情報領域にＡＡ＃２が記録される。代案的に、接
近情報領域に記録される任意の位置情報ＡＡ＃ｉには、アップデート領域Ａ及びＢのうち
何れか一つに記録される最新アップデート情報についての位置情報のみが記録されうる。
【００３５】
　さらに、アップデート領域Ａに記録された情報Ａ＃１，Ａ＃２，．．．，Ａ＃ｎ，Ａ＃
ｎ＋１，．．．，Ａ＃２ｎには、アップデート領域Ｂの最新アップデート情報の位置を知
らせる位置情報が記録される。例えば、アップデート領域Ａに記録された情報Ａ＃ｎ＋１
は、アップデート領域Ｂの対応する位置情報Ｂ＃ｎ＋１が記録された位置をポインティン
グする。したがって、アップデート領域Ｂがアップデートされる度に、アップデート領域
Ａは、アップデートされねばならない。すなわち、アップデート領域Ａに記録された情報
Ａ＃１，Ａ＃２，．．．，Ａ＃ｎのうち、アップデート領域Ａに関する所定情報自体は、
アップデートされていないにも拘わらず、アップデート領域Ｂがアップデートされたため
、アップデートされる場合が発生できる。もし、複数のアップデート領域のアップデート
時点がそれぞれ異なり、残りのアップデート領域がアップデートされる度に、最新情報の
記録位置がアップデート領域Ａに記録されれば、アップデート領域Ａのサイズは、最悪の
場合に、残りの全てのアップデート領域のサイズを合わせたサイズと同じであるか、また
は大きくなければならない。このような場合が発生しないように、アップデート領域Ａに
、最新アップデート情報の位置情報を記録するアップデート領域については、そのアップ
デート時点を同一に具現して、アップデート領域Ａのサイズを可能な限り最小化する。さ
らに、残りのアップデート領域にアップデートされた情報を記録した後、アップデート領
域Ａにそれ自体の最新アップデート情報と、残りのアップデート領域のうち少なくとも一
つの最新アップデート情報についての位置情報とを記録する。このようにアップデート領
域Ａに、情報をアップデート領域のうち最後に記録する理由は、残りのアップデート領域
に、最新アップデート情報が記録される位置をあらかじめ定めても、エラー発生を通じて
、あらかじめ定められた位置が変更される恐れがあるためである。例えば、アップデート
領域Ｂに、アップデートされねばならない最新情報の位置をあらかじめ定めた後、アップ
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デート領域Ａに、アップデート領域Ｂに記録される最新情報の位置情報を記録した後に、
アップデート領域ＢをアップデートしてからＥＣＣエラーが発生する場合、領域Ｂの最新
情報が含まれている位置が変わることができる。
【００３６】
　図８は、図７のアップデート領域Ａに記録される任意の情報Ａ＃ｉのデータ構造を示す
。図８を参照するに、アップデート情報Ａ＃ｉには、アップデート領域ＡのためのＡ＃ｉ
情報と、アップデート領域Ｂの対応する情報Ｂ＃ｉの位置を表すＢ＃ｉポインタとを含む
。
【００３７】
　図９は、本発明の一実施形態によるディスク１００の具現例を示す。図９を参照するに
、本例では、ディスク１００が単一記録層ディスクである場合、リードイン領域には、接
近情報領域、ＤＭＡ、ＴＤＭＡ及び記録条件テスト領域が設けられる。さらに、リードア
ウト領域にも、接近情報領域、ＤＭＡ、ＴＤＭＡ及び記録条件テスト領域のうち少なくと
も一つを設けることができる。整理すれば、接近情報領域、ＤＭＡ、ＴＤＭＡ及び記録条
件テスト領域は、それぞれリードイン領域及びリードアウト領域のうち少なくとも一つに
存在できる。二重記録層ディスクである場合、接近情報領域、ＤＭＡ、ＴＤＭＡ及び記録
条件テスト領域は、ディスク１００の内周側に位置したリードイン領域とリードアウト領
域とにそれぞれ存在する。同様に、二重記録層ディスクである場合、接近情報領域、ＤＭ
Ａ、ＴＤＭＡ及び記録条件テスト領域は、それぞれリードイン領域、リードアウト領域及
び外側の領域のうち少なくとも一つに設けられる。
【００３８】
　ここで、ＴＤＭＡと記録条件テスト領域とが、それぞれアップデート領域Ａ及びアップ
デート領域Ｂに該当する。したがって、接近情報領域には、ＴＤＭＡに記録されるアップ
デート情報である、臨時管理情報（臨時欠陥情報及び臨時欠陥管理情報）が記録された位
置を知らせる位置情報と、記録条件テスト領域において、最後に使われたテスト領域の位
置を知らせる位置情報、例えば、次に使われるテスト領域の開始アドレスとが記録される
。接近情報領域には、ＴＤＭＡまたは記録条件テスト領域についての位置情報のみが選択
的に記録されることもある。さらに、ＴＤＭＡには、記録条件テスト領域において、最後
に使われたテスト領域の位置を知らせる位置情報が記録される。
【００３９】
　本実施形態で、記録装置は、記録条件テスト領域を使用して、レコーディングオペレー
ションごとに記録条件をテストした後、その結果に基づいてディスク１００に情報を記録
し、レコーディングオペレーションが終了する度に、ＴＤＭＡに臨時管理情報を記録する
ので、ＴＤＭＡ及び記録条件テスト領域は、レコーディングオペレーションごとにアップ
デートされる。また、本実施形態では、ＴＤＭＡに臨時管理情報を記録する時、記録条件
テスト領域の位置情報を共に記録する。
【００４０】
　ＤＭＡには、一般的に、欠陥を管理するためのディスクの構造、欠陥管理如何、欠陥情
報の位置、欠陥情報、スペア領域の位置、サイズのように、ディスク全盤に影響を与える
情報が記録される。
【００４１】
　通常、記録または再生装置は、ディスクが装置にローディングされれば、リードイン領
域及び／またはリードアウト領域にある情報を読み取って、ディスクをどのように管理し
、かつどのように記録または再生せねばならないかを把握する。リードイン領域及び／ま
たはリードアウト領域に記録された情報の量が多ければ多くなるほど、ディスクをローデ
ィングした後、記録または再生を準備するためにかかる時間が長くなるという問題が発生
する。したがって、本実施形態では、臨時管理情報の概念を導入し、これらをリードイン
領域及び／またはリードアウト領域のＤＭＡと別個に設けられたＴＤＭＡに記録する。フ
ァイナライジング時、これまで記録された臨時管理情報、すなわち、臨時欠陥情報及び臨
時欠陥管理情報を最終的にＤＭＡに記録する。これは、ディスクに、それ以上データを記
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録する必要がない場合（ファイナライジングする場合）、数回更新されて記録された臨時
欠陥情報及び臨時欠陥管理情報のうち、最終的に有意義の情報のみをＤＭＡに移すことに
よって、記録または再生装置が今後ディスクから欠陥管理情報を読み取る場合、ＤＭＡか
ら最終的に有意義の情報のみを読み取らせて、さらに速く初期化が可能であるという長所
があるためである。
【００４２】
　本実施形態で、欠陥管理は、線形置換方式によるので、臨時欠陥情報は、欠陥の発生領
域がどこであるかを知らせる情報と、新たに代替された領域がどこであるかを知らせる情
報とで構成される。臨時欠陥管理情報は、臨時欠陥情報を管理するための情報であって、
臨時欠陥情報が記録された位置を知らせる情報を含む。
【００４３】
　本実施形態で、臨時欠陥情報及び臨時欠陥管理情報は、レコーディングオペレーション
が終了する度に記録される。ＴＤＭＡには、レコーディングオペレーション＃１が行われ
る間に記録されたデータに発生した欠陥に関する情報及び代替領域に関する情報が、臨時
欠陥情報＃１として記録され、レコーディングオペレーション＃２が行われる間に記録さ
れたデータに発生した欠陥に関する情報及び代替領域に関する情報が、臨時欠陥情報＃２
として記録される。さらに、ＴＤＭＡには、臨時欠陥情報＃１，＃２，．．．を管理する
ための管理情報、すなわち、臨時欠陥情報＃１，＃２，．．．が記録された位置をそれぞ
れ知らせる情報が、臨時欠陥管理情報＃１，＃２，．．．に記録される。
【００４４】
　データ領域に、それ以上データを記録できないか、またはユーザの意志によって、デー
タ領域にそれ以上データを記録しない場合、すなわち、ファイナライジングする場合、臨
時欠陥情報領域に記録された欠陥情報と臨時欠陥管理情報領域に記録された欠陥管理情報
とは、初めてＤＭＡに記録される。ファイナライジングする時には、これまで記録された
臨時欠陥情報＃１，＃２，．．．，＃ｉに記録された欠陥情報のうち、有意義の情報のみ
を読み取って、再びＤＭＡに記録する。
【００４５】
　図１０は、本発明の一実施形態によって、ユーザデータ領域Ａとスペア領域Ｂとにデー
タが記録される過程を、さらに詳細に説明するための参考図である。
【００４６】
　ここで、データを処理する単位は、セクター及びクラスターに分けることができる。セ
クターは、コンピュータのファイルシステムや応用プログラムでデータを管理できる最小
限の単位を意味し、クラスターは、一度に物理的にディスク上に記録されうる最小限の単
位を意味する。一般的に、一つあるいはそれ以上のセクターが、一つのクラスターを構成
する。
【００４７】
　セクターはまた、物理セクターと論理セクターとに分けられる。物理セクターは、ディ
スク上に、１セクター分量のデータが記録されるための空間を意味する。物理セクターを
探すためのアドレスを、物理セクター番号（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｓｅｃｔｏｒ　Ｎｕｍｂ
ｅｒ：ＰＳＮ）という。論理セクターは、ファイルシステムや応用プログラムでデータを
管理するためのセクター単位を称し、同様に、論理セクター番号（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｅ
ｃｔｏｒ　Ｎｕｍｂｅｒ：ＬＳＮ）が与えられている。ディスクにデータを記録しかつ再
生する装置は、記録または再生せねばならないデータのディスク上の位置をＰＳＮを使用
して探して行き、データを記録または再生するためのコンピュータまたは応用プログラム
では、データ全体を論理セクター単位に管理し、データの位置もＬＳＮで探して行く。Ｌ
ＳＮとＰＳＮとの関係は、記録または再生装置の制御部が、欠陥如何と記録開始位置とを
使用してマッピングする。
【００４８】
　図１０を参照するに、Ａは、ユーザデータ領域を意味し、Ｂは、スペア領域を意味する
。ユーザデータ領域及びスペア領域には、物理的セクター番号が順次に割当てられた複数
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の物理セクター（図示せず）が存在する。ＬＳＮは、少なくとも一つの物理セクター単位
に付与される。但し、ＬＳＮは、欠陥が発生したユーザデータ領域に発生した欠陥領域を
除いて、スペア領域の代替領域を含めて付与されるので、物理セクターと論理セクターの
サイズが同じであると仮定しても、欠陥領域が発生すれば、ＰＳＮとＬＳＮとが一致しな
くなる。
【００４９】
　ユーザデータ領域にユーザデータを記録する方式は、連続記録モードまたはランダム記
録モードによる。連続記録モードは、ユーザデータを順次に連続して記録することを称し
、ランダム記録モードは、必ずしも連続的に記録せずにランダムに記録することを称す。
（１）ないし（７）は、それぞれ記録後検証作業が行われる単位を表す。
【００５０】
　記録装置は、ディスク１００がローディングされれば、記録条件テスト領域に記録条件
をテストした後、その結果に基づいてレーザのパワーを調節して、ディスク１００に情報
を記録する。記録条件テスト領域に、記録条件が最初にテストされれば、その領域は再び
使われられず、新たな領域がテストのために使われねばならないので、アップデート領域
Ｂに所定情報が記録されたと見なせば、前述した説明に合致する。
【００５１】
　記録装置は、ユーザデータを区間（１）ほど記録した後、区間（１）の最初の部分に戻
ってデータが正しく記録されたか、それでなければ、欠陥が発生したか否かを確認する。
欠陥が発生した部分が発見されれば、その部分を欠陥領域と指定する。これにより、欠陥
領域である欠陥＃１が指定される。また、記録装置は、欠陥＃１に記録されたデータをス
ペア領域に再び記録する。欠陥＃１に記録されたデータが再起録された部分は、代替＃１
と呼ぶ。次いで、記録装置は、区間（２）ほどユーザデータを記録した後、再び区間（２
）の最初の部分に戻ってデータが正しく記録されたか、それでなければ、欠陥が発生した
か否かを確認する。欠陥が発生した部分が発見されれば、その部分は欠陥＃２と指定され
る。同じ方式で、欠陥＃２に対応する代替＃２が生成される。また、区間（３）で欠陥領
域である欠陥＃３と代替＃３とが生成される。区間（４）では、欠陥の発生部分が発見さ
れないので、欠陥領域が存在しない。
【００５２】
　区間（４）まで記録しかつ検証した後、レコーディングオペレーション＃１の終了が予
測されれば（ユーザがエジェクトボタンを押さえるか、またはレコーディングオペレーシ
ョンに割当てられたユーザデータ記録が完了すれば）、記録装置は、臨時欠陥情報＃１と
して、区間（１）から（４）まで発生した欠陥領域である欠陥＃１、＃２、＃３に関する
情報をＴＤＭＡに記録する。また、臨時欠陥情報＃１を管理するための管理情報を、臨時
欠陥管理情報＃１としてＴＤＭＡに記録する。一方、記録条件テスト領域の次のテストが
行われるために割当てられた部分を知らせる位置情報が記録される。
【００５３】
　再びディスク１００がローディングされれば、レコーディングオペレーション＃２が開
始され、記録条件テスト領域に記録条件をテストし、その結果に基づいてデータが記録さ
れる。すなわち、レコーディングオペレーション＃２では、区間（５）から（７）まで前
述したレコーディングオペレーション＃１の場合と同じ方式でデータが記録され、欠陥＃
４、＃５及び代替＃４、＃５が生成される。レコーディングオペレーション＃２が終了す
れば、記録装置は、臨時欠陥情報＃２として、欠陥＃４及び＃５に関する情報を記録する
。また、臨時欠陥情報＃２を管理するための管理情報を、欠陥管理情報＃２としてＴＤＭ
Ａに記録する。一方、記録条件テスト領域の次のテストが行われるために割当てられた部
分を知らせる位置情報が記録される。このような方式で、所定回数以上レコーディングオ
ペレーションが行われれば、接近情報領域には、ＴＤＭＡに記録された最後の臨時管理情
報、すなわち、欠陥情報の位置及び欠陥管理情報の位置を知らせる位置情報が記録され、
記録条件テスト領域の次のテストが行われるために割当てられた部分を知らせる位置情報
が記録される。
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【００５４】
　本発明によって、ディスク１００への接近時間の改善を説明すれば、次の通りである。
【００５５】
　ＥＣＣ訂正がブロック単位に行われ、１ブロックの再生時間を‘１’とする時、記録は
、ＥＣＣ訂正単位であるブロック単位に行われる。もし、アップデート領域Ａ、アップデ
ート領域Ｂ、アップデート領域Ｃ、すなわち、３つのアップデート領域に１レコーディン
グオペレーションを行った結果、アップデートせねばならない情報の量が１ブロックを超
過すれば、接近情報領域の効果は、さらに上昇する。それは、アップデートせねばならな
い情報の量が、常に１ブロック以内に記録されれば、レコーディングオペレーションの実
行回数と使われたブロックの数とが同一になるため、アップデート情報が記録された位置
を予測できるためである。したがって、１レコーディングオペレーションを行った結果、
アップデートせねばならない情報の量が、１ブロック以内であり、各アップデート領域の
サイズは、次の通りであり、次のような回数のレコーディングオペレーションが行われる
度にアップデートされる。
【００５６】
　－アップデート領域Ａ：１０００ブロック、アップデートされるレコーディングオペレ
ーションの回数＝ａ、
　－アップデート領域Ｂ：１０００ブロック、アップデートされるレコーディングオペレ
ーションの回数＝ｂ、
　－アップデート領域Ｃ：１０００ブロック、アップデートされるレコーディングオペレ
ーションの回数＝ｃ、
　－接近情報領域のアップデート時点：ａ＋ｂ＋ｃ＝３０。
【００５７】
　前記のような条件下で、アップデート領域Ａ、アップデート領域Ｂ、アップデート領域
Ｃそれぞれの最新情報を得るのに必要な時間を、接近情報領域の有る場合と無い場合とを
比較すれば、次の通りである。
【００５８】
　－接近情報領域の有る場合：（ａ＋ｂ＋ｃ）／３０＋（ａ＋ｂ＋ｃ）％３０、（ここで
、％は、ｍｏｄｕｌａｒ演算を意味する）
　－接近情報領域の無い場合：ａ＋ｂ＋ｃ。
【００５９】
　結論的に、接近情報領域をおく場合、レコーディングオペレーションが３０回行われる
までは、同じであるが、レコーディングオペレーションが３０回を超過する場合には、レ
コーディングオペレーションが３０回ずつ追加される度に、２９ブロックを再生できる時
間を短縮できる。あるアップデート領域に進められたレコーディングオペレーションが２
９９であれば、９＊２９－１＝２６０ブロックを再生するのにかかる時間ほど短縮できる
。すなわち、接近情報領域の無い場合は、アップデート領域に接近して新たな情報をスキ
ャニングして得るまで、２９９ブロックを再生する時間が必要であるが、接近情報領域の
有る場合は、３９ブロックを再生する時間のみが必要である。それほど速く最新情報が得
られる。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明によれば、所定情報がアップデートされて新たな位置に記録される追記型ディス
クの場合、アップデートされた情報を読み取るための接近時間をさらに短縮できる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の一実施形態による記録装置のブロック図である。
【図２Ａ】本発明の一実施形態によるディスクの構造図である。
【図２Ｂ】本発明の一実施形態によるディスクの構造図である。
【図３】本発明による接近情報領域及びアップデート領域を示す図である。
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【図４】本発明の一実施形態によってディスクに情報が記録される方法を示す参考図であ
る。
【図５Ａ】本発明の一実施形態によって接近情報領域に記録された位置情報を示す参考図
である。
【図５Ｂ】本発明の一実施形態によって接近情報領域に記録された位置情報を示す参考図
である。
【図５Ｃ】本発明の一実施形態によって接近情報領域に記録された位置情報を示す参考図
である。
【図５Ｄ】本発明の一実施形態によって接近情報領域に記録された位置情報を示す参考図
である。
【図６】図４及び図５の位置情報ＡＡ ＃ｉのデータ構造図である。
【図７】本発明の他の実施形態によるディスクに情報が記録される方法を示す参考図であ
る。
【図８】図７のアップデート領域Ａに記録される任意の情報Ａ ＃ｉのデータ構造図であ
る。
【図９】本発明の一実施形態によるディスクの具現例である。
【図１０】本発明の一実施形態によって、ユーザデータ領域とスペア領域とにデータが記
録される過程をさらに詳細に説明するための参考図である。

【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】

【図４】
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【図５Ｄ】

【図６】

【図７】
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